
【るもい農業情報広場】 令和 4年 11月 １日 Ｒ4－11月号

今月の技術対策 留萌農業改良普及センター・留萌地区農協酪農畜産対策協議会

（畜産編FAX情報） TEL：0164-62-1779 FAX：62-2474

E-mail:rumoi.nakanoukai1@pref.hokkaido.lg.jp

衛生的乳質改善 その⑦

～前搾りの目的と作業上のポイント～
前搾りには、３つの目的があります。このことを意識しながら作業し、乳房炎の予防・早期

発見に努めましょう。

１ オキシトシンの分泌を促す
十分にオキシトシンを分泌させるには、乳頭を最低４回以上、強く刺激します。

２ 異常乳（乳房炎乳）の発見
ブツの有無をチェックするため、前搾り乳は必ず専用容器（ストリップカップ）

に受けましょう。

３ 乳頭口付近の汚れた乳汁の排出
乳頭口付近に貯まっている生菌数の高い

生乳を搾り出しましょう。

前搾りのポイント
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前搾り乳中の生菌数

（ＤａｉｒｙＪａｐａｎ 「一杯の生乳からわかる牛群の健康」より）

千/ml

※汚れた乳汁が
逆流しないよう注意！

ストリップカップに受ける

←ブツの有無を確認

乳頭を最低４回以上
強く刺激する

親指と人差し指で
乳頭の付け根を
しっかり閉じる

中指→薬指→小指
の順に
力を入れていく

※牛床や尿溝に搾り捨てない！

４回以上で
十分な刺激と
生菌数の減少

QRｺｰﾄﾞを読み取って
アクセス!!!

その他情報も
HPで公開中！


